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芸術の秋を堪能！～贄川宿 秋の縁側展～
　江戸の昔から三峯神社への参拝者の宿場町
として栄え、今でもその名残をとどめる荒川
贄川地区で、秋の縁側展が行われました。秩
父地域をテーマとした芸術作品が各家の縁側
に展示され、小春日和に誘われて多くの見物
客が訪れました。



2009年12月号

　

以
上
の
よ
う

な
病
気
を
持
っ

た
方
を
指
し
、

治
療
の
経
過
や

病
気
の
管
理
の

状
況
に
よ
り
重

症
化
へ
の
リ
ス

ク
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
の

判
断
は
、
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
接
種
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
方
︵
優

先
接
種
者
の
方
の
み
︶

　

予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
る
順

番
と
な
り
、
さ

ら
に
医
療
機
関

で
接
種
の
予
約

が
取
れ
た
方
の

う
ち
次
の
①
～

③
の
方
は
、
無
料
券
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

②
生
活
保
護
世
帯
の
方

③
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
受
給
者
の
方

■
基
礎
疾
患
と
は
？

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て　

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
ワ
ク
チ

ン
の
量
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
感
染
に
よ
る
死
亡
や
重
症
者
の

発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
と
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
医
療
体
制
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
国
が
優
先
的

に
接
種
す
る
対
象
者
を
次
の
順
に
定
め

て
、
ワ
ク
チ
ン
を
医
療
機
関
に
順
次
配

布
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し

て
い
る
中
で
、
医
療
機
関
も
十
分
な
対

応
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
と
と
も
に
、
く
ら
し
へ
の
影
響
を
可
能

な
限
り
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
や
県
・
市
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭

や
職
場
で
の
対
策
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

手
洗
い
や
う
が
い
の
習
慣
な
ど
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
関
す
る
最
新
の
情
報
に
注
意
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新
型

策対

　

な
お
、
夏
以
降
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
Ａ
型
）
感
染
と
診
断
さ
れ
て
治

療
を
受
け
た
場
合
は
、
接
種
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
優
先
順

は
？

　

次
の
と
お
り
、
ま
ず
優
先
①
か
ら
④

の
順
に
優
先
的
に
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
さ
ら
に
小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
、
中
学
生
、
高
校
生
に
相
当

す
る
年
齢
の
方
お
よ
び
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
つ
い
て
も
優
先
的
に
接
種
さ
れ

る
予
定
で
す
。

※
こ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
決
ま

り
次
第
順
次
公
表
さ
れ
、
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

①
慢
性
呼
吸
器
疾
患

②
慢
性
心
疾
患

③
慢
性
腎
疾
患

④
慢
性
肝
疾
患

⑤
神
経
疾
患
・
神
経
筋
疾
患

⑥
血
液
疾
患

⑦
糖
尿
病

⑧
疾
患
や
治
療
に
と
も
な
う
免
疫

抑
制
状
態

⑨
小
児
科
領
域
の
慢
性
疾
患

新型インフルエンザ
患者の診療に直接従
事する医療従事者

（救急隊員含む）

妊婦および基礎疾患
を持つ方

幼 児（ １ 歳 ～ 就 学
前）、小学校低学年

（小学１～３年生）
に相当する年齢まで
の子ども

１歳未満の小児の保
護者および優先接種
対象者のうち、身体
上の理由により予防
接種が受けられない
方の保護者等

優先① 優先②

優先③ 優先④
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市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

●
優●

●
●

●
●

●

先
接
種
者
で
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
順
番
と
な
り
、
接
種
の
日

の
予
約
が
で
き
た
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
無
料
券
申
請
方
法

❶
必
ず
医
療
機
関
で
接
種
日
の
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。）
医
療
機
関
で
「
予
防

接
種
予
約
券
」
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

扌

❷
予
約
券
を
持
参
し
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
で
「
無
料
券
」
の
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。扌

❸
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
確
認
し
、「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
券
」

を
発
行
し
ま
す
。
必
ず
無
料
券
を
持

参
し
て
、
予
約
し
た
医
療
機
関
で
予

約
日
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
優●

●
●

●
●

●

先
接
種
者
で
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
順
番
と
な
り
、
接
種
の
日

の
予
約
が
で
き
た
生
活
保
護
世
帯

の
方
お
よ
び
中
国
残
留
邦
人
等
支

援
受
給
者
の
方

❶
必
ず
医
療
機
関
で
接
種
日
の
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。）
医
療
機
関
で
「
予
防

接
種
予
約
券
」
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

扌

❷
予
約
券
と
一
緒
に
、
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
「
受
給
証
」
ま
た
は
「
受
給

証
明
書
」
を
、
中
国
残
留
邦
人
等
支

援
受
給
者
の
方
は
「
本
人
確
認
証
」

を
持
参
し
て
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で

「
無
料
券
」
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

扌

❸
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
確
認
し
、「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
料
券
」

を
発
行
し
ま
す
。
必
ず
無
料
券
を
持

参
し
て
、
予
約
し
た
医
療
機
関
で
予

約
日
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

以
上
に
該
当
す
る
方
で
、
す

で
に
有
料
で
予
防
接
種
を
済

ま
せ
た
方
は
、
秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

!Ｄ
︵
該
当
者
へ
の
無
料
券
発
行
窓
口
︶

秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー
Ａ
22
Ｃ
０
６
４
８

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
Ａ
77
Ｃ
１
１
１
２

大
滝
保
健
セ
ン
タ
ー
Ａ
55
Ｃ
０
１
０
２

荒
川
保
健
セ
ン
タ
ー
Ａ
54
Ｃ
２
２
３
１

中学生の保護者の
皆さんへ

◎新型インフルエンザ予防接種
は必ず予約が必要です。

◎中学生が接種に行くとき、保
護者が同伴できない場合は

「同意書」が必要ですので、
各保健センターにご相談くだ
さい。

◆手洗い・うがいの徹底
　感染予防の基本は、まず手洗い
です。帰宅後や不特定多数の人が
触
さ わ

るようなものに触れた後は、こ
まめに手を洗いましょう！
◆「せきエチケット」を心がける
　せき、くしゃみや発熱などの症状がある場合は、必ずマスク
をしましょう！ マスクがない場合は、ティッシュなどで口と
鼻を覆い、周りの人から顔をそらして、できるだけ１～２ｍ以
上離れましょう！
◆せき、くしゃみを抑えた手や、鼻をかんだ手を洗いましょう！
◆不要な外出を控える
　人混みなどへの不要な外出は控えましょう。
◆規則正しい生活習慣
　日ごろから、十分な休養とバランスの
取れた栄養をとって、規則正しい生活を
して体力や抵抗力を高め、感染しにくい
健康状態を保ちましょう！

　最近、診療病院
の問い合わせ等を
119番にするケー
スが大変多くなっ
てきており、緊急
業務に支障をきた
しています。
　119番は、火事、救急、救助等の災害
を通報する緊急電話ですので、むやみ
に使用しないようにご協力をお願いし
ます。
Ｄ診療病院等について
秩父消防本部指令課　☎２１－０１１９
Ｄ火災について
　☎０１８０－９９－４９００
※ＮＴＴひかり電話からの火災問い合わ

せはご利用できません。

感染拡大を防ぐために･･･
～わたしたち一人ひとりにできること～

～秩父消防本部からのお願い～

は必要な時に・・・119
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2009年12月号

　

何
か
と
慌
し
い
年
末
年
始
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
関
係
の
深
い
窓
口
業
務
は
、

毎
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き
等
は
、

早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
役
所
本
庁
舎
、
吉
田
・
大
滝
・
荒

川
総
合
支
所
お
よ
び
各
出
先
機
関
等
は
、

下
表
に
掲
載
す
る
業
務
内
容
お
よ
び
施

設
を
除
き
、
原
則
と
し
て
12
月
29
日
㈫

か
ら
翌
年
１
月
３
日
㈰
ま
で
６
日
間
を

休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
の
市
役
所
本
庁
舎

休
日
窓
口
は
、次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の「
夜

間
・
最
終
日
曜
・
休
日
窓
口
開
設
」
記

事
を
、
納
税
に
つ
い
て
は
、「
12
月
の

納
税
」
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
部
で
は
、
休
業
期
間
中

の
水
道
の
使
用
申
込
み
や
、
使
用
中
止

届
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

年末年始の業務案内

※●印は休業日

業務内容・施設名
2₆ 2₇ 2₈ 2₉ 30 31 １ ２ ３ ４

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

ごみの収集業務
※収集地区および日程は「ごみカレンダー」でご確認ください。 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

ごみの持込み
※受付時間＝午前９時～正午、午後１時～４時 ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

Ｄ可燃ごみ：秩父クリーンセンター（☎24－8050）／不燃ごみ：秩父環境衛生センター（☎23－8921）

火葬業務 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

通夜施設 ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

霊柩車業務 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

Ｄ秩父斎場☎23－1678

し尿収集業務（△＝正午まで／■＝受付のみ） ○ ○ △ ● ● ● ● ● ● ■

※年内の収集希望の方は12月17日㈭までに各地区の収集業者へ直接お申し込みください。
Ｄ生活衛生課☎25－5202／秩父環境衛生センター 清流園☎54－0232

市立病院（▲＝救急当番医） ○ ▲ ○ ▲ ● ● ● ▲ ● ○

大滝国民健康保険診療所（△＝歯科は休診） ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● △

中村・宮地児童館 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

ふれあいセンター・いきがいセンター・福祉女性会館
下郷・影森・高篠福祉交流センター・高齢者憩いの家
老人福祉センター　渓流荘

○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

大滝老人福祉センター ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

歴史文化伝承館・各公民館・勤労青少年ホーム／市民会館 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

芸術文化会館 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

浦山歴史民俗資料館・大滝歴史民俗資料館・武甲山資料館 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

荒川歴史民俗資料館 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

吉田石間交流学習館 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

温水プール　※１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

文化体育センターほか各体育施設 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

やすらぎの丘管理事務所 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

吉田元気村 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○

ちちぶ銘仙館 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

秩父まつり会館 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

道の駅　ちちぶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道の駅　龍勢茶屋 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

秩父事件資料館・龍勢会館 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

道の駅　大滝温泉（遊湯館、郷路館）　※２ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

道の駅　あらかわ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

※１：温水プールはプール塗装工事のため、12月15日㈫～平成22年１月19日㈫まで休館します。
※２：道の駅大滝温泉は、12月24日㈭・25日㈮も休業します。
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秩父市ホームページがリニューアルオープンしました！　http://city.chichibu.lg.jp

納期限 12月25日㈮

税　目
固定資産税 第３期分
国民健康保険税 第６期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。

　口座振替を利用している方は、納期限の日に振
り替えますので預貯金の残高をご確認ください。

《12月は市税等徴収強化月間！》
　収納課では12月29日㈫・30日㈬の２日間、午前
８時30分から午後５時15分まで「年末納税窓口」
を開設します。
Ｄ収納課　☎２２－２２１０

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
12月10日・24日

平成22年１月14日 12月27日 12月27日を除く土・日曜・祝日、
12月29日～平成22年₁月₁日

午後５時15分～
７時15分

午前８時30分～
午後５時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍謄本、住民票の写し、所得課

税証明書等の発行
③転入、転出、転居届等の受付
④印鑑登録および印鑑証明書の発行
⑤納税と納税相談の受付
⑥国民健康保険、国民年金、高齢

者医療に関する業務
⑦保育所、児童手当、子育て支援

等に関する業務
⑧パスポート交付業務
　（最終日曜窓口では午前９時～午後４時30分）

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑

証明書や所得課税証
明書等の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行

いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

市長　久喜　邦康

以
和
為
貴

「
和
を
以も

っ
て
貴た

っ
と

し
と
な
す
」

　

秩
父
夜
祭
も
終
わ
り
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
半
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
。
５
月
に
就
任
し
て
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
務

を
こ
な
す
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行
き
、
多
く
の
人
々

に
出
会
い
、多
く
の
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
変

え
た
い　

一
緒
に
!!
」
の

合
言
葉
を
胸
に
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
政
策
を
実
現
さ

せ
る
た
め
日
々
邁ま

い
し
ん進

す
る

中
で
、
こ
れ
ら
の
感
動
は
、

私
の
仕
事
の
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
以
降
は
、
遠
出
が
い
く
つ
か
あ
り
、
10
月
に
は
鳥
取
、

島
根
、
長
野
で
の
公
式
行
事
、
先
月
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
公

式
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
前
後
の
公
務
の
関
係
上
、
強
行
日

程
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
秩
父
市
の
良

さ
を
全
国
、
世
界
へ
と
発
信
さ
せ
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
交
歓
が
深
め
ら
れ
、
感
動
が
あ

り
、
大
変
有
意
義
な
仕
事
が
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
政
策
は
、
今
年
中
に
実
現
で
き

た
も
の
が
多
く
、
実
現
に
向
け
て
動
い
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
市
民
視
点

に
立
っ
た
市
政
を
進
め
て

い
く
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
吸
収
し
て
い

き
ま
す
。

　

寒
さ
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
が
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
あ
り
、
例
年
以
上
に
健
康
に
気
を
配

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
冬
に
な
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、
来
る
べ
き
年

が
感
動
多
き
幸
せ
な
年
と
な
る
よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

～
感
動
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
！
～

と　　　　き と　こ　ろ
12月18日

㈮
午前９時～10時 荒川総合支所
午後３時～４時 市役所本庁舎１階

１月27日
㈬

午前９時～10時 吉田総合支所
午前11時～正午 市役所本庁舎１階

※日程は変更される場合がありますので、ご確認ください。
Ｄ秘書課　☎２２－２２０１

ご寄附ありがとうございました
　次の方から、社会福祉のために

寄附をいただきました。温かな善

意に感謝し、ご紹介します。

（平成21年10月）

▼26日、匿名様から3,032円

日 月 火 水 木 金 土
12/６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 1/１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
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2009年12月号

ル
ー
ベ
リ
ー
観
光
農
園
な
ど
を
始
め
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
垣 

氏
は
、
10
月
30
日
、
国
土
交

通
大
臣
か
ら
「
平
成
21
年
自
動
車
関
係

功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
１
月
に
大
型
牽
引
運
転
者

と
し
て
昭
和
通
運
株
式
会
社
秩
父
営
業

所
に
入
社
さ
れ
、
以
来
35
年
間
２
９
６

万
キ
ロ
を
無
事
故
で
走
行
し
、
現
在
も

同
社
の
事
故
防
止
と
地
域
の
安
全
輸
送

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
秩
父
消
防
本
部
次
長

根
岸
恒つ

ね

太た

郎ろ
う 

氏

（
下
宮
地
町
）

元
秩
父
市
議
会
議
員

宮
城　

三 

氏

（
日
野
田
町
）

元
秩
父
高
等
学
校
長

中な
か

谷た
に　
　

亨と
お
る 

氏
（
上
　
町
）

大
臣
表
彰

秋の叙勲 　長年にわたり活躍された方に贈られる「秋の叙勲」「危険業務従事
者叙勲」を受章された方をご紹介します。

瑞宝小綬章 瑞宝双光章 （危険業務
　従事者叙勲）旭日双光章

　根岸 氏は、昭和33年４月に秩
父市消防本部の消防士となり、住
民の生命、身体、財産を保護する
という消防の使命感に燃え、火災
の予防・鎮圧、風水害等の被害の
軽減、救急救助活動による人命救
助など、秩父地域の安全確保に大
変尽力されました。平成８年４月
には秩父消防本部次長に就任さ
れ、平成９年３月末で退職するま
で39年間の長きにわたり、消防行
政の発展に寄与されました。

　宮城 氏は、昭和58年５月から
平成15年４月まで５期20年間にわ
たり、市議会議員として市の発展、
経済振興および福祉の充実等に多
大な貢献をされました。特に、市
立病院における診療科目の拡充や
病院施設の増改築等を積極的に提
言され、また、高齢者福祉制度の
大きな変革となった介護保険制度
の導入に際し、高齢者の立場に十
分配慮しながら、円滑な制度導入
に重要な役割を果たされました。

　中谷 氏は、昭和39年４月から
平成11年３月末まで35年間の長き
にわたり、公立高等学校の教諭、
校長等を歴任され、豊富な知識と
経験を活かし、広い視野に立って
効果的に指導研究に努め、学校教
育の充実発展に寄与されました。
また、大滝グリーンスクールの開
設にあたり開設準備委員長として
大変尽力され、初代所長としてそ
の礎を築き、秩父地域の教育行政
に多大な功績を残されました。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

農
林
水
産
大
臣
賞

文
部
科
学
大
臣
表
彰

稲垣　博 氏
（金室町）

受賞の報告に市長を訪ねた皆さんさまざまな活動が評価されました

　

平
成
21
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全

国
表
彰
が
行
わ
れ
、下
吉
田
地
区
の「
布ふ

里り

田た

中な
か

の
地
域
資
源
を
保
全
す
る
会
」

が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
全
国
の
農
山
漁
村
に
お

け
る
む
ら
づ
く
り
の
優
良
事
例
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
こ
の
布
里
田
中
区
で
は
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
土
地
改
良
事
業

を
行
い
、
地
域
に
生
息
す
る
「
ホ
ウ
ネ

ン
エ
ビ
」
や
「
カ
ブ
ト
エ
ビ
」
を
活
用

し
た
水
稲
栽
培
へ
の
取
り
組
み
、
ブ

　

原
谷
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
学
習

活
動
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
公
民
館

と
し
て
、「
平
成
21
年
度
優
良
公
民
館
文

部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
全
国
で
55
館
が
受
賞
し
ま
し

た
が
、
県
内
で
は
唯
一
の
受
賞
と
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
公
民
館
活
動
に
対
す

る
ご
理
解
と
熱
意
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

け
い　
ぞ
う
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秩父市は、秩父夜祭のユネスコ世界無形文化遺産登録に向けてチャレンジしています！

表彰状を手に喜びを語った新井深月さん

　

新
井
深み

月づ
き

さ
ん（
原
谷
小
学
校
２
年
）

の
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
ふ
し
ぎ
な
バ
ッ
グ
」
が
、
第
21
回
全

国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加

事
業
と
し
て
、
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
所
が
実
施
し
た「
家
族
の
き
ず
な
」

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
５
万
３
百

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
見
事
、
最
高

賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
新
井
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
す
ば

ら
し
い
こ
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

11
月
30
日
、
知
事
公
館
に
お
い
て
平
成

21
年
度
の
「
彩
の
国
工
場
」
の
指
定
式
が

行
わ
れ
、
荒
川
上
田
野
に
あ
る
山
本
織
物

化
学
整
染
株
式
会
社
（
山
本
英え

い

司じ

社
長
）

荒
川
工
場
が
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

彩
の
国
工
場
と
は
、
県
内
の
技
術
や

環
境
面
で
優
れ
て
い
る
工
場
を
県
知
事

が
彩
の
国
づ
く
り
協
力
者
と
し
て
指
定

す
る
も
の
で
、
地
域
に
開
か
れ
、
愛
さ

れ
る
工
場
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
モ

デ
ル
工
場
と
な
り
ま
す
。

　

矢や

内う
ち

優ゆ

衣い

さ

ん
（
秩
父
第
二

中
学
校
２
年
）

の
書
い
た
作
文

「
税
に
つ
い
て

　

茂も
て

木ぎ

柚ゆ
う

太た

さ

ん
（
秩
父
第
二

中
学
校
３
年
）

が
、
第
40
回

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

「
家
族
の
き
ず
な
」
エ
ッ
セ
イ
で

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

税
に
関
す
る
作
文

で
県
知
事
賞

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
！

山
本
織
物
化
学
整
染

　
株
式
会
社
荒
川
工
場
が

「
彩
の
国
工
場
」
に
！

～
介
護
の
現
場
か
ら
～
」
が
、
埼
玉
県

納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
主
催
の
「
中

学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
約
４
万
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
見
事
、
県
知
事
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
に
、「
ジ
ャ

ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
」
と
い
う
や
り
投
げ

に
似
て
い
る
種
目
で
出
場
し
ま
し
た
。

茂
木
さ
ん
は
県
の
記
録
会
を
１
位
で
突

破
し
、
全
国
の
精
鋭
ア
ス
リ
ー
ト
が
集

う
こ
の
大
会
で
健
闘
し
ま
し
た
。
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2009年12月号

自
治
功
労
者
︵
地
方
自
治
の
振
興
に
貢

献
し
、
功
績
顕
著
な
方
︶

栗
原　

稔
、
出
浦
章
恵
、
新
井
康
一
、

笠
原
宏
平
、
落
合
芳
樹
、
江
田
治
雄
、

小
櫃
市
郎
、
浅
海　

忠
、
笠
原
重
男
、

髙
野
勝
盟
、
宮
田
勝
雄
、
髙
野
幸
雄
、

内
田
修
司
、
金
崎
昌
之
、
坂
本
文
雄
、

中
村
義
一
、
今
井
武
藏
、
髙
野
安
之
、

荒
船　

功
、
新
井
兄
三
郎
、
須
田　

博
、

井
上
十
三
男
、
逸
見
英
昭
、
黒
澤
辰
雄
、

小
池
克
三
郎
、
持
田
紀
男
、
新
井
正
三
、

髙
野　

宏
、
加
藤
泰
正
、
山
岸
丹
藏
、

石
原
昭
司
、
山
越
長
治

消
防
功
労
者
︵
消
防
団
員
と
し
て
防
火

等
に
貢
献
し
、
功
績
顕
著
な
方
︶

山
本
和
寿
、
斎
藤　

衛
、
谷　

祥
之
、

山
下
和
伸
、
加
藤
朋
弥
、
池
田
康
一
郎
、

矢
島
正
規
、
篠
原
誠
一
、
鈴
木
克
紀
、

　

11
月
13
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
﹁
平
成
21
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
﹂
が
行

わ
れ
、
市
政
伸
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
た
１
１
０
人
の
皆
さ
ん
の
功
労
を
た
た
え
、

久
喜
市
長
か
ら
表
彰
状
な
ら
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。︵
順
不
同
・
敬
称
略
︶

平
成
21
年
度

市
政
功
労
者
表
彰
式

吉
野
智
博
、
落
合
宏
明
、
小
林
寿
久
、

中
山
成
人
、
西
田
裕
茂
、
中
島
勇
治
、

福
島
大
悟
、
保
泉
雅
一
、
豊
田
富
雄
、

黒
沢
秀
之
、
宮
田　

洋
、
鎗
田
一
好
、

嶌
田
正
幸
、
引
間　

豊
、
持
田　

栄
、

林　

治
郎
、
永
田
晃
久
、
宮
原
弘
幸
、

中
田　

毅
、
中
田
昌
伸
、
山
本
英
昭
、

新
井　

勝
、
深
谷
英
吾
、
島
﨑
安
弘
、

扇
原　

誠
、
小
池
正
之
、
小
菅　

勤
、

杉
山
英
利
、
新
井
政
和
、
新
井
一
弘
、

齊
藤
克
昌
、
川
井
政
男
、
井
隝
宣
武
、

石
野
勝
大
、
山
中
政
夫
、
小
林
正
彦
、

千
島　

祐
、
千
島
宏
喜
、
千
島
輝
大
、

宮
﨑　

淳
、
小
池
秀
明
、
久
保　

毅
、

溝
口
佳
臣
、
新
井
伸
明
、
黒
澤　

誠

福
祉
功
労
者
︵
社
会
福
祉
事
業
に
功
績

顕
著
な
方
︶

関
根
健
吾
、
引
間
春
一
、
川
澄
滿
夫
、

寺
澤　

勇
、
松
倉
靜
子
、
山
本
初
代
、

山
中
芳
子
、
井
上
辰
雄
、
坂
本
靜
枝
、

井
上
幸
子

産
業
観
光
功
労
者
︵
観
光
お
よ
び
産
業

の
振
興
に
貢
献
し
、
功
績
顕
著
な
方
︶

内
田
修
司
、
杉
田
守
正
、
小
池
英
隆
、

山
中
徳
明

感
謝
状
︵
寄
附
・
そ
の
他
特
別
に
功
労

の
あ
る
方
︶

桜
木
町
会
、
天
満
敦
子
、
勝
呂
真
也
、

新
井
理
萠
、
関
根
千
代
子
、
黒
澤
敏
子
、

秩
父
市
猟
友
会
、
奥
秩
父
猟
友
会
、
西

秩
父
猟
友
会

Ｄ
秘
書
課
Ａ
22
Ｃ
２
２
０
１

全国へ秩父を発信！
～秩父市観光大使～

　芸能界で活躍されている秩父市出身の４人の
方に「秩父市観光大使」に就任していただきま
した。　　
　今後、全国の皆さんに向けて「ふるさと秩父
市」の魅力をＰＲしていただきます。
Ｄ観光振興課☎２５－５２０９

試験日時　平成22年２月13日㈯
　　　　　◆初級：午前10時30分～
　　　　　◆上級：午後１時30分～
試験会場　地場産センター
申込期限　平成22年１月７日㈭まで
公式テキスト
『やさしいみんなの秩父学』・『やさしいみん
なの秩父学〔自然編〕』（各定価2，000円）は、
市内６書店（藤村書店・時習堂・小石川書店・
神林書店・読書クラブ・グリーンブック）で
販売中です。
Ｅ秩父商工会議所、市役所商業振興課、市内６
書店で配布の申込書・試験要項にて。秩父商工
会議所Ｇでもダウンロードできます。
Ｄ秩父商工会議所☎２２－４４１１

冠　二郎 さん
（歌手・下影森出身）

林家　たい平 さん
（落語家・東町出身）

アルフィー 桜井　賢
まさる

 さん
（歌手・荒川上田野出身）

藤原　竜也 さん
（俳優・中村町出身）
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ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています
～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～

　久那・影森地区で運行中の「お
出かけ楽々バス」久那線は、路
線を循環型に変更します。

　

12
月
16
日
㈬
か
ら
「
ち
ち
ぶ
花
見
の

里
」
経
由
で
１
日
６
便
（
久
那
・
影
森

先
回
り
各
３
便
）
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
影
森
中
学
校
経
由
の
便

は
廃
止
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
付
近
は

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
循
環
ぐ
る
り
ん
号
お

よ
び
市
営
バ
ス「
ぬ
く
も
り
号
」が
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
運
賃
や
時
刻
表
等
に
つ
い
て

と　

き　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰
午
前

11
時
開
式
（
受
付
は
10
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館

対　

象　

原
則
と
し
て
、
平
成
21
年
10

月
30
日
現
在
、
市
内
在
住
で
平
成
元
年

４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

内　

容　

午
前
10
時
30
分
か
ら
開
式
ま

で
、
市
内
各
中
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

等
か
ら
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
上
映
と
あ

わ
せ
て
、
新
成
人
有
志
に
よ
る
各
校
校

詳
し
く
は
、
西
武
観
光
バ
ス
㈱
秩
父
営

業
所
（
Ａ
22
Ｃ
１
１
６
３
）
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
通
勤
･
通
学
を
は
じ
め
、

買
物
や
通
院
な
ど
生
活
圏
内
の
移
動
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
な
路
線
バ
ス
の
運

行
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
秩
父
吉
田
線
で
は
通
院
し

や
す
い
よ
う
市
立
病
院
構
内
に
停
留
所

を
設
け
て
お
り
、
ま
た
利
用
促
進
の
た

め
、
高
齢
者
に
は
バ
ス
共
通
カ
ー
ド
を

購
入
す
る
際
の
補
助
を
、
高
校
生
に
は

通
学
定
期
購
入
の
際
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
安
定
し
た
運
行

確
保
の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｄ
市
民
生
活
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
０

歌
等
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
式
典
で
は
、
参
加
者
全
員
で
「
旅

立
ち
の
日
に
」
を
合
唱
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
典
終
了
後
、
卒
業
中
学
校

単
位
で
記
念
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま
す
。

※
撮
影
時
間
に
来
ら
れ
な
い
方
は
撮
影

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

該
当
者
に
は
案
内
状
を
12
月

中
旬
に
送
り
ま
す
。
案
内
状
が
届
か
な

い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
す
る
場
合
に
届
出
が
必
要
な
方　

①
10
月
31
日
以
後
の
転
入
者

②
市
外
在
住
の
当
市
出
身
者

※
ご
家
族
の
方
も
式
典
に
参
加
で
き
ま
す
。

※
開
式
直
前
は
受
付
が
非
常
に
混
雑
し

ま
す
。
お
早
め
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
自
動
車
は

乗
り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
生
涯
学
習
課
Ａ
23
Ｃ
２
２
９
４

路
線
バ
ス
の
ご
利
用
を
！

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

お出かけ楽々

市内先回り

主たる経過地 終点

お出かけ楽々

久那先回り

花見の里・久那

久那・花見の里

西武秩父駅

西武秩父駅

西武秩父駅

西武秩父駅

色別 路線名 起点

記念写真撮影の時間表

３階第１会議室

11：40～ 吉田中・高篠中

11：50～ 荒川中・尾田蒔中

12：00～ 大田中・大滝中

12：10～ 市外等の中学校

１階ホール

11：40～ 秩父第一中

11：55～ 秩父第二中

12：10～ 影森中

　埼玉県最低賃金が改定され、

10月17日から時間額が735円に

なりました。この最低賃金は、

県内で事業を営む使用者とその

職場で働くすべての労働者に適

用されます。

　なお、特定の産業については、

別途、特定産業別最低賃金が適

用されます。詳しくは、次の機

関にお問い合わせください。

Ｄ埼玉労働局賃金室

　☎０４８－６００－６２０５

秩父労働基準監督署

　☎２２－３７２５

『必ずチェック
最低賃金！』

～埼玉県最低賃金改定の
ご案内～
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2009年12月号

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況3

職員の分限および懲戒処分の状況4

勤務条件に関する措置の要求および不利益処分に関する不服申立ての状況8

職員の福祉および利益の保護の状況7

職員の服務の状況（平成20年度）5

職員の研修および勤務成績の評定の状況6

③地域手当（平成20年度）　
支給実績（平成20年度決算） 98,891千円 

支給職員１人当たり平均支給実績（平成20年度決算） 122,088円 
支給対象地域 支給率

市内全域 ３%

④特殊勤務手当（平成20年度）

支給実績（平成20年度決算） 703千円 
40,065千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成20年度決算） 21,972円 
421,737円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成20年度） 15.7％
手当の種類（手当数） 20種類

〔主な特殊勤務手当〕

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する
支給単価

高電圧業務手当 高電圧業務に従事した職員 高圧の機械器具、電線に接近して行
う保守に関する業務 日額230円

公 害 調 査 手 当 生活衛生課等に勤務する職員 公害防止のため不快な場所において
行う調査または取締に関する業務 日額400円

注　④の支給実績と支給職員１人当たり平均支給年額の下段は、市立病院および大滝国保診療所
に勤務する医師と看護師に対する支給実績、上段はそれ以外の職員に対する支給実績です。

⑤時間外勤務手当（平成20年度）
支給実績（平成20年度決算） 84,963千円 
職員１人当たり平均支給年額（平成20年度決算） 150,644円 

注　夜間勤務手当および休日勤務手当を含みます。

⑥その他の手当（平成20年度）

手当名 内容および支給単価 支給実績
（平成20年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成20年度決算）

扶 養 手 当

①配偶者　 13,000円 千円 円
②配偶者以外の扶養親族２人まで 6,500円
　（配偶者非扶養１人目） 6,500円
　（配偶者なし１人目） 11,000円 92,153 264,049 
③その他１人につき 6,500円
④満16歳から22歳までの子１人につき

5,000円加算

住 居 手 当

①借家・借間 千円 円
　　家賃に応じて月額27,000円以内
②持家　月額　2,000円 34,171 107,118 

ただし、新築または購入した住宅に係るものは、新築
または購入の日から起算して５年間は月額3,500円

通 勤 手 当

①交通機関（鉄道等）利用者　運賃相当額（最高限
度55,000円）

千円 円

②交通用具（自動車等）利用　距離に応じた額（最
高限度24,500円）

32,445 56,036 

管理職手当

①部長、総合支所長等 80,000円 千円 円
②次長等 68,000円
③課長、所長等 55,000円 158,550 644,512 
④主席主幹 50,000円
⑤主幹 40,000円

宿日直手当

一般の宿日直、災害発生等に対処するための勤務お
よび入院患者の病状の急変等に対処するための医師
の勤務に支給→6,000円～42,000円（ただし５時間
未満の勤務の場合は１/２）

千円 円

17,461 66,140 

注　上記のほか、初任給調整手当、夜間勤務手当、休日勤務手当があります。

⑴　勤務時間の概要（標準的なもの） （平成21年４月１日現在）
開始時刻 休憩時間 終了時刻 １日の勤務時間 １週間の勤務時間

午前８時30分 正午～午後１時 午後５時15分 ７時間45分 38時間45分
注　勤務の特殊性により、上記と異なる勤務時間が運用される場合があります。

⑵　年次有給休暇の取得状況（平成20年）
平 均 取 得 日 数 9.7日 

⑶　育児休業等の取得状況
育 児 休 業 部 分 休 業

14人 １人
※平成20年度中に新たに育児休業等を取得した職員数です。

⑷　特別休暇の概要
休 暇 の 原 因 付 与 日 数

産前産後休暇
出産予定日６週間（多胎妊娠の場合は、14週間）前（出
産予定日を含む）から産後８週間（出産日の次の日か
ら）を経過するまでの期間

生後１年に達しない子を育てる場合 １日２回それぞれ30分間
忌引の場合 10日以内でそれぞれ定める期間
妻の出産 ３日の範囲内でその都度必要と認められる期間
小学校就学の始期に達するまでの子を看護する場合 一の年において５日の範囲内で必要と認められる期間
骨髄提供のために必要な検査、入院等をする場合 その都度必要と認められる期間
注　上記は主なものであり、その他、結婚休暇、ボランティア休暇などがあります。

内 容 お よ び 人 数
分 限 処 分 休職処分４人
懲 戒 処 分 停職処分１人　減給処分１人

許可件数 主な理由
職 務 専 念 義 務 免 除 344 研修、厚生事業等

⑴　職員の研修の概要（平成20年度）
区　　　分 修了者数（人） 主　な　内　容

自 主 研 修 ９ 自主研究グループ研修など
職 場 研 修 ５ OJTモデル研修

職場外研修
集 合 研 修 685 新規採用職員研修、主査級研修、管理職研

修、グッドマナー研修など

派 遣 研 修 27 埼玉県、自治人材開発センター、自治大学
校など

⑵　職員の人事評価の概要（平成20年度）
区　　　分 内　　　　容

評 定 の 回 数・ 時 期 毎年１回・２月１日を基準日とする
対 象 職 員 全職員（特別職、休職者および臨時職員等を除く）

評 定 の 方 法
①業績に関する評価、②態度に関する評価、③知識・技能、
理解力、創意工夫、表現・応対力等の能力に関する評価を
行う

注　この評定結果は、人事異動（昇任等）および管理職のみ昇給や勤勉手当の支給
額に反映をしています。

⑴　福利厚生制度の概要
内　　　容

短 期 給 付 職員と被扶養者の病気・けが・出産・死亡・休業また
は災害に対する給付

長 期 給 付 職員の退職・障がい・死亡に対して行なう年金または
一時金の給付

福 祉 事 業 健康の保持増進事業など

⑵　公務災害の認定状況（平成20年度）
認定件数

公 務 災 害 10
通 勤 災 害 １

　係属事案はなく、平成20年度に新たな措置要求および不服申立てはありま
せんでした。

自動車の後部座席についても、必ずシートベルトを着用しましょう！
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職員の任免および職員数に関する状況1

職員の給与の状況2

秩父市人事行政の運営等の公表
　「秩父市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与や勤務条件、研修や福利厚
生等について、主に平成20年度の状況を公表します。
　なお、詳しくは市ホームページをご覧ください。また、人事課でも閲覧することができます。
Ｄ人事課　☎２２－２２０７

⑴　職員採用試験の状況（平成20年度） （人）
受験区分 応募者 受験者 １次合格者 最終合格者

一 般 事 務 職 44 42 ９ ５
一般事務職（土木技師） 12 11 ３ ２
一般事務職（建築技師） ４ ３ ２ ０
一般事務職（保育士） 18 17 １ １
保 健 師 ３ ２ ０ ０

計 81 75 15 ８

⑵　職員の退職の状況（H20.４.１～H21.３.31） （人）
定年退職 勧奨退職 普通退職 その他

12 ７ 14 ８

⑷　定員管理の状況
　①　部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （人）

区分
部門

職　　員　　数 対　前　年
増　減　数平成20年 平成21年

一
般
行
政
部
門

議 　 　 　 会 ６ ６
総 　 　 　 務 128 133 ５
税 　 　 　 務 39 38 ▲１
民 　 　 　 生 112 108 ▲４
衛 　 　 　 生 69 65 ▲４
労 　 　 　 働 １ １
農 林 水 産 23 24 １
商 　 　 　 工 21 20 ▲１
土 　 　 　 木 85 83 ▲２
小 　 計 484 478 ▲６

行
政

特
別

教 　 　 育 99 98 ▲１
小 　 計 99 98 ▲１

公
営
企
業
等

病 　 　 院 160 159 ▲１
水 　 　 道 30 28 ▲２
下 水 道 16 15 ▲１
そ の 他 22 20 ▲２
小 　 計 228 222 ▲６

合 　 　 　 計 811 798 ▲13
注　職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）であり、地方公務員の身分を保

有する休職者、派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています。

⑶　一般行政職級別職員数の状況（平成21年４月１日現在） （人）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

計標 準 的 な
職 務 内 容 主事補 主　事 主　任 主　査 主　幹 課　長 次　長 部　長

職 員 数 12 40 69 141 51 76 25 15 429
構 成 比 2.8% 9.3% 16.1% 32.9% 11.9% 17.7% 5.8% 3.5% 100%

注　１　秩父市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区 分 住民基本台帳人口
（平成20年度末） 歳出額　A  実質収支 人件費　B 人件費率 

（B/A） 
平成

20年度
平成21年３月31日

69,386人
千円

27,931,645
千円

1,041,183
千円

4,628,528
％

16.6 
注　人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵　職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数　A 給　　与　　費 一人当たり給与費
B/A給　料 職員手当 計　B

平成21年度 561人 2,137,584千円 1,285,438千円 3,423,022千円 6,102千円
注　１　職員手当には退職手当を含みません。
　　２　給与費は当初予算に計上された額です。

⑶　職員の平均給料月額および平均年齢状況（平成21年４月１日現在）
　①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩父市 42.8歳 328,101円 385,174円 373,717円

国 41.5歳 325,521円 －円 391,770円

　②技能労務職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩父市 52.1歳 297,845円 320,016円 312,810円

国 49.2歳 285,548円 －円 322,737円
注　１　「平均給料月額」とは、平成21年４月１日現在における各職種ごとの職員の

基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手

当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したもの
であり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。 
　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時
間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のた
め国家公務員と同じベースで再計算したものです。

⑷　職員の初任給の状況（平成21年４月１日現在）

区　　分 秩　　父　　市 国
初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職 大学卒 172,200円 185,800円 172,200円 185,800円 
高校卒 140,100円 149,800円 140,100円 149,800円 

⑸　職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況（平成21年４月１日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 254,245円 303,533円 358,750円 
高校卒 ※１ 216,350円 251,040円 285,475円 

※１ 経験年数９～11年の職員の平均額を記載しています。

⑹　特別職の報酬等の状況（平成21年４月１日現在）
区　　　分 給　料　月　額　等

給　　 料
市 長 ※　　880,000円 
副 市 長 ※　　749,000円 

報　　 酬
議 長 412,000円 
副 議 長 361,000円 
議 員 343,000円 

期末手当

市 長
副 市 長

（平成21年度支給割合）
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分

計 4.40月分

議 長
副 議 長
議 員

（平成21年度支給割合）
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分

計 4.40月分

退職手当
（算定方式） （支給時期）

市 長 給料月額×在職月数×0.4025
任期毎

副 市 長 給料月額×在職月数×0.2415
※：平成21年７月１日から特例減額
　市長：440,000円　　　副市長：674,100円

⑺　職員手当の状況
①期末・勤勉手当（平成20年度） ②退職手当（平成20年度）

秩　　父　　市 秩　　父　　市　
１人当たり平均支給額（平成20年度） （支給率）　 自己都合 勧奨・定年

1,628千円 勤続20年 23.5月分 30.55月分
（平成20年度支給割合） 勤続25年　 33.5月分 41.34月分

期末手当 勤勉手当 勤続35年 47.5月分 59.28月分
3.0月分 1.5月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

（1.6）月分 （0.75）月分 その他の加算措置 定年前早期退職
（加算措置の状況） 特例措置

職制上の段階、職務の級等による加算措置 （２%～20%加算）
・役職加算 ５％～20％ ※勤続年数等に応じ、勧奨による退職予定特別昇給を実施

注　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。 （平成21年度で廃止）

１人当たり平均支給額
（自己都合） 6,599千円 
（勧奨・定年） 24,833千円 

みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…
11
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月
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㈯
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日
㈰
の
９
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間
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月
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日
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発
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レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
に
つ
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て

は
、
有
効
期
限
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成
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３
月
31
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㈬

ま
で
と
な
り
ま
す
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お
早
め
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
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秩
父
商
品
券
発
売

商
店
街
合
同
イ
ベ
ン
ト

対　

象　

次
の
条
件
を
満
た
す
世
帯

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
生
活
困
窮
状
態
が
著
し
い
こ
と

③
世
帯
構
成
者
全
員
が
平
成
21
年
度
市

県
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
生
活
保
護
世
帯
、
施
設
・
病
院
等
に

入
所
（
入
院
）
の
方
は
対
象
外
で
す
。

配
分
金
額　

１
世
帯
１
０
，
０
０
０
円

Ｅ
申
請
書
等
を
各
事
務
所
ま
た
は
居
住

地
区
の
民
生
委
員
に
提
出

※
必
要
書
類
と
し
て
、
代
理
人
選
任
届

書
の
提
出
に
よ
り
住
民
票
（
世
帯
全

員
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
を
、
当
協

議
会
に
て
取
得
し
ま
す
。

申
込
期
限　

平
成
22
年
２
月
26
日
㈮

対　

象　

次
の
条
件
を
満
た
す
世
帯

①
市
内
居
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で
、
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と
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親
世
帯
（
祖
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帯
で
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成
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年
４
月
に
小
中
学
校
に
入
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予
定
者
が
い
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②
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

③
生
活
保
護
受
給
中
で
な
い
こ
と

配
分
金
額

小
学
校
：
１
人
１
５
，
０
０
０
円

中
学
校
：
１
人
２
０
，
０
０
０
円

※
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地
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配
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で
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人
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上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
秩
父
市
お
よ
び
当
協
議
会
か
ら
補
助

金
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成
金
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受
け
て
い
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こ
と
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度
当
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分

を
受
け
て
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な
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こ
と

配
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金
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一
団
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１
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，
０
０
０
円
以
内

申
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限　
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月
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日
㈭

Ｅ
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請
書
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各
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所
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秩
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会
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所
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４
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大
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４
７
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Ａ
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Ｃ
２
９
６
８

歳
末
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け
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い

募
金
を
配
分
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域
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地
域
福
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サ
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ス
事
業
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分
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親
世
帯

小
中
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新
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金

■
そ
の
他
車
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詳
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福
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（
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木
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）

ま
で 

Ａ
24
Ｃ
８
８
５
６
（
月
～
金
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、

午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

　秩父市社会福祉協議会では、歳末た
すけあい募金をもとに、支援を必要と
する世帯等に配分をします。

不法野外焼却は止めましょう！　黒煙・悪臭等で迷惑している人が増えています
快適な環境づくりのためには一人ひとりの協力が必要です 12



　市では、公共工事（税込・500万円以上）の発注状況を下表のとおり公
表します。

Ｄ工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

〈〈〈 公 共 工 事 の 入 札 結 果 〉〉〉

※印：指名競争入札の場合は「落札率」、随意契約の場合は「契約率」を表します。

「災害用伝言ダイヤル」
は、地震や噴火などの大

規模な災害が発生した際、被災
地への通信が増加し、つながり
にくい状況になった場合にサー
ビスが開始される声の伝言板で
す。「１７１」をダイヤルし、
利用ガイダンスにしたがって、
伝言の録音・再生を行うことが
できます。

今月の防災・防犯
話し合いテーマ

「災害用伝言ダイヤル１７１」の
活用方法を確認しておきましょ
う！（「防災ハンドブック」裏表
紙参照）」

　秩父市、株式会社新井商事およ
びダイドードリンコ株式会社は

「災害時における飲料の提供に関
する協定」を締結しました。
　この協定は、市内に災害が発生
し、飲料が必要となるときに、ダ
イドードリンコ飲料の無償提供な
どを要請できる内容となっていま
す。市では、今後も災害時の各分
野における協力体制の整備を進め
ていきます。
Ｄ危機管理課☎２２－２２０６

!

「災害時における飲料の
　　提供に関する協定」

を締結！

入札
契約
方法

契約日
【完成予定日】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
（税込／円）

率
（※） 契約業者 工事担当課

指
名
競
争
入
札

10月13日
【３月12日】

橋立浄水場急速ろ過池整備工事
【荒川久那地内】

6，394，500
【5，880，000】 91．95% 磯村豊水機工㈱ 浄水センター

☎23－6197

10月13日
【12月28日】

森林管理道大血川線送水管布設替工事
（２工区）【大滝字大血川地内】

6，972，000
【6，594，000】 94．58% ㈲浅見設備工業 水道大滝・荒川事務所

☎54－2397

10月13日
【12月25日】

前原住宅屋根改修Ⅰ期工事
【黒谷1110番地地内】

10，857，000
【8，809，500】 81．14% ㈱江野工務所 建築住宅課

☎25－5214

10月13日
【１月29日】

森林管理道漆木白岩線舗装工事
【吉田石間地内】

17，976，000
【14，385，000】 80．02% ㈱新井建設 吉田地域振興課

☎72－6083

10月13日
【３月24日】

秩父市指定道路台帳整備業務委託
【市内全域】

29，536，500
【14，070，000】 47．64% 秩父測量設計㈱ 建築住宅課

☎25－5214

10月13日
【３月16日】

森林管理道粟野山線開設工事
【下吉田地内】

29，988，000
【23，992，500】 80．01% ㈱新井建設 吉田地域振興課

☎72－6083

10月19日
【12月15日】

幹線72号線道路舗装工事
【下影森地内】

8，998，500
【7，224，000】 80．28% ㈱斎藤組 道路課

☎25－5213

10月19日
【11月30日】

中央357号線道路舗装工事
【熊木町地内】

8，998，500
【7，317，450】 81．32% 駒井建設興業㈱ 道路課

☎25－5213

10月19日
【３月10日】

大田365号線道路改築工事
【太田地内】

13，576，500
【11，550，000】 85．07% ㈱林組 道路課

☎25－5213

10月19日
【３月12日】

汚水処理施設整備交付金別所・巴川地
区処理施設（場内整備）工事【別所地内】

26，754，000
【22，522，500】 84．18% ㈱斎藤組 農業振興課

☎25－5210

10月26日
【３月24日】

幹線54号線道路舗装工事
【中宮地町地内】

7，990，500
【6，403，950】 80．14% ㈱ダイショウ 道路課

☎25－5213

10月26日
【２月12日】

幹線73号線道路側溝工事
【下影森地内】

9，880，500
【7，905，450】 80．01% ㈱萩原工務店 道路課

☎25－5213

10月26日
【３月24日】

下水道管渠築造工事２工区
【大野原地内】

11，119，500
【8，904，000】 80．08% ㈲中島土木 下水道課

☎25－5218

10月26日
【１月29日】

農林産物処理加工施設内常温倉庫設置
工事【下吉田6771－３地内】

11，886，000
【11，235，000】 94．52% ㈱江野工務所 教育施設課

☎25－5226

10月26日
【３月24日】

下水道管渠築造工事11工区
【近戸町地内】

19，362，000
【15，828，750】 81．75% ㈱ダイショウ 下水道課

☎25－5218

随意
契約

10月19日
【３月24日】

秩父市道路台帳補正作業委託
【旧秩父市全域】

9，954，000
【9，450，000】 94．94% 東武計画㈱ 管理用地課

☎25－5212

「住宅用火災警報器」を設置しましょう！
なお、市や消防署が「住宅用火災警報器」を訪問販売することはありません13
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「力持ちだぁ～い!!」

（栃　谷）

新井みなみ ちゃん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「電車大好き☆」

（荒川白久）

浅海　陸
り く

玖 くん

「パパ♡大ちゅき～♡」

（久　那）

三上　藍
あい

音
ね

 ちゃん

「いたずら大好き!」

（道生町）

江田　紘
ひろ

人
と

 くん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒₃₆₈-₈₆₈₆　熊木町８－₁₅　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（₁₂月末締切り分→２月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

︵
評
︶今
月
の
作
品
に
は
、
生
き
る
も
の
へ
の
心
の
通
い
を
詠
っ
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
仙
さ
ん
は
地
に
落
ち
た
山

茶
花
の
耀

か
が
や

き
を
詠
い
、
一
登
さ
ん
は
秋
の
樹
木
に
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。
政
夫
さ
ん
は
、
月
影
に
消
え
て
い
く
虫
へ
の
思
い
を

描
き
、
み
つ
さ
ん
は
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス
に
母
恋
の
心
情
を
表
白
し
、
ハ
ク
さ
ん
は
小
菊
の
光
で
、
亡
く
な
っ
た
愛
犬
へ
の
淋
し

さ
を
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
子
さ
ん
・
恒
子
さ
ん
・
あ
や
子
さ
ん
は
、
秋
祭
の
ひ
と
こ
ま
を
捉
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
を
作

品
に
し
て
い
ま
す
。
麻
衣
さ
ん
は
「
神
の
留
守
」
の
季
語
で
生
か
し
、
正
巳
さ
ん
は
座
五
の
措そ

じ辞
が
生
き
て
い
ま
す
。

山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
雨
に
零こ

ぼ

れ
て
地
に
咲
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

秋
う
ら
ら
語
り
か
け
れ
ば
樹
も
応
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
原　

黒
沢　

一
登

背
伸
び
し
て
叩
く
鴨
居
や
神
の
留
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

鳴
く
虫
の
遠
く
な
り
け
り
月
の
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

内
田　

政
夫

秋

天

へ

老

い

の

背

反

ら

す

舞

扇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

那　

福
島　

昭
子

獅
子
舞
の
あ
ば
れ
る
里
の
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
上
田
野　

浅
見　

恒
子

秋

祭

神

楽

の

女

神

ふ

と

き

腕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
吉
田　

内
田
あ
や
子

秋

夕

焼

茜

の

空

に

希

望

生あ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

藤
田　

正
巳

母

の

歳と
し

と

な

り

て

母

恋

う

秋

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
生
町　

福
田　

み
つ

犬
逝
き
て
淋
し
き
庭
に
小
菊
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

竹
内
弥
太
郎　

選

俳
　
　
　
句

︵
評
︶
　
町
田
さ
ん
、亡
く
な
っ
た
ご
主
人
宛
の
手
紙
が
届
く
、よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
下
句
の
想
い
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
中
野
さ
ん
、

米
寿
の
誕
生
日
の
日
も
毬
を
か
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
元
気
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
伊
古
田
さ
ん
、
ご
主
人
亡

き
後
も
、
息
子
、
娘
に
助
け
ら
れ
て
働
い
て
い
る
作
者
の
姿
が
見
え
る
よ
う
で
す
。
坂
本
さ
ん
、
毎
月
佳
作
を
応
募
し
て
く
だ

さ
る
作
者
。
猿
に
狙
わ
れ
る
野
菜
や
果
物
、
憎
ら
し
い
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。
松
澤
さ
ん
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
、
自
ら
の
こ

と
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

亡
き
夫
の
宛
名
記
せ
し
手
紙
来
ぬ
な
つ
か
し
く
も
あ
り
淋
し
く
も
あ
り 

下
宮
地
町　

町
田　

要
子

風
鈴
の
音
色
聞
き
つ
つ
毬
か
が
る
八
十
八
歳
の
今
日
誕
生
日 

上
吉
田　

中
野　

兼
子

昨
日
息
子
今
日
は
娘
と
市
場
へ
の
出
荷
を
た
の
む
夫つ

ま

亡
き
後
は 

太　

田　

伊
古
田
気
目
子

爆
竹
に
馴
れ
て
猿

ま
し
ら

の
憎
ら
し
や
柿
を
食は

み
つ
つ
振
り
返
り
見
る 

荒
川
白
久　

坂
本　

和
作

働
き
し
給
料
の
み
で
は
足
り
な
く
て
母
の
年
金
に
頭
を
下
げ
る 

栃　

谷　

松
澤　

直
之

共
同
で
葉
煙
草
乾
燥
せ
し
倉
庫
半
世
紀
経
て
取
り
壊
し
け
り 

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

野
路
を
ゆ
く
蝶
の
白
さ
に
逝
く
秋
の
僅
か
陽
の
差
す
明
る
さ
あ
り
て 

大
野
原　

清
水
千
恵
子

刻
々
と
大
型
台
風
接
近
す
稲は

ざ架
と
な
り
た
る
我
が
田
圃
に
も 

品　

沢　

大
島　

美
春

這
い
ず
り
て
泥ど

ろ

田た

の
草
を
取
り
し
日
の
思
い
を
胸
に
ご
飯
い
た
だ
く 

上
吉
田　

町
田　

な
を

嫁
よ
り
の
ら
ん
の
花
鉢
届
き
お
り
居
間
明
る
み
て
う
れ
し
今
日
の
日 

中
村
町　

根
岸
イ
シ
子

新
井　

悦
子　

選

短
　
　
　
歌

14



※「労働相談・メンタルヘルス相談」については16ページをご覧ください。※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 Ｂ22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 Ｂ77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785Ｂ22－7055
（身体障がい） ☎22－7045Ｂ21－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 Ｂ24－1026

障 が い 者 の
就 労・ 生 活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・Ｂ22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室
月～金曜　９時～17時 ひまわり教室 ☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時 やまなみ教室 ☎72－2030

法 律 毎月第２・４木曜
13時～16時

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談

火曜（第5週を除く）９時～16時
内 職 月～金曜　９時～16時

ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

中小企業者向
け金融よろず

１/６㈬  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場  伝承館５階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
いきがいセンター
１/９㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 福祉女性会館　１/21㈭　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

１月５日㈫・21日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士

１月12日㈫　10時～15時 荒川総合支所
※電話で予約が必要です。
12月21日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜
※12月は９日のみ 13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

12月16日㈬ 荒川総合支所

行 政

12月21日㈪
１月18日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員１月４日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

12月21日㈪
１月25日㈪ 大滝総合支所

１月18日㈪ 荒川総合支所
市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活

（ 多 重 債 務 ） 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活相談員

行 政 手 続 １月12日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 12月16日㈬・１月20日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 １月４日㈪　10時～15時 税理士

土 地 建 物 12月15日㈫・１月19日㈫
10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について 12月24日㈭・１月28日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 12月22日㈫・１月26日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年 金 １月８日㈮　13時～15時 社会保険労務士

公 証
毎月第２・４火曜
９時30分～12時
※12月は22日のみ

公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200

　

あ
る
日
、
70
代
の
一
人
暮
ら
し
の

女
性
、
Ｂ
さ
ん
宅
を
顔
な
じ
み
の
訪

問
業
者
が
訪
れ
、Ｂ
さ
ん
が「
最
近
体

調
が
悪
い
」と
言
う
と
、「
体
に
良
い

浄
水
器
が
あ
る
」な
ど
と
言
い
、70
万

円
の
浄
水
器
を
売
り
つ
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｂ
さ
ん
宅
に
週
１
回

通
っ
て
い
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
、

Ｂ
さ
ん
の
話
か
ら
「
お
か
し
い
！
」

と
感
じ
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相

談
を
し
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
早

速
、
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

相
談
し
た
日
が
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
な
７
日
目
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
方
法
な
ど
を
Ｂ
さ
ん
へ
ア

ド
バ
イ
ス
し
、
70
万
円
と
い
う
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
高
額
な
浄
水
器
の
契

約
を
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
中
、
在
宅
す
る

こ
と
の
多
い
高
齢
者
を
め
ぐ
る
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢

者
が
抱
え
る
健
康
へ
の
不
安
に
つ
け

込
ん
だ
ふ
と
ん
や
浄
水
器
、
健
康
食

品
の
訪
問
販
売
は
非
常
に
多
い
ト
ラ

ブ
ル
で
す
。

　

高
齢
化
・
核
家
族
化
な
ど
で
、
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
悪

質
業
者
は
こ
う
し
た
高
齢
者
宅
を
訪

れ
、
身
内
の
よ
う
に
話
を
聞
き
、
世

話
を
焼
き
ま
す
が
、
目
的
は
高
額
な

商
品
を
売
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
Ｂ

さ
ん
の
例
の
よ
う
に
、「
最
近
、
体

調
が
悪
い
」
と
い
っ
た
、
商
品
を
売

り
込
む
き
っ
か
け
に
な
る
言
葉
を
悪

質
業
者
は
待
っ
て
い
ま
す
。

　

70
万
円
も
す
る
浄
水
器
は
、
一
般

的
に
見
た
ら
お
か
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
「
お
か
し
い
！
」
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
家
族
、
友

人
、
ご
近
所
、
出
入
り
す
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
高
齢
者

の
周
り
に
い
る
皆
さ
ん
で
す
。

　

も
し
、
皆
さ
ん
の
周
り
で
心
配
な

高
齢
者
が
い
た
ら
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
早
め
の

相
談
が
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
第

一
歩
で
す
。

「
お
か
し
い
！
」

　
と
い
う
気
づ
き
が

　
　
　
高
齢
者
を
救
う
！

担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「すぐやる担当」へご連絡を！
おきがるコール　☎２６－１１３３（専用電話）15



2009年12月号

12・１月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

12/６ ７ ８ ９ 10 11 12

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

13 14 15 16 17 18 19

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

20 21 22 23 24 25 26

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　 ＱＲ 　Ｒ

27 28 29 30 31 １/１ ２

　Ｒ
ＰＳ
Ｑ　

ＰＳ
ＱＲ

ＰＳ
ＱＲ

ＰＳ
ＱＲ

ＰＳ
ＱＲ

ＰＳ
ＱＲ

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
ＰＳ
ＱＲ

ＰＳ
Ｑ　 　Ｒ

10 11 12 13 14 15 16

　Ｒ
　Ｓ
ＱＲ

Ｐ　
　 　Ｒ

Ｐ秩父　Ｑ吉田
Ｒ大滝　Ｓ荒川

●
絵
本
相
談
日

と　

き　

12
月
22
日
㈫
、
平
成
22
年
１

月
26
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

●
お
は
な
し
会
（
約
40
分
）

と　

き　

12
月
12
日
㈯
、
平
成
22
年
１

月
９
日
㈯
・
23
日
㈯
午
後
２
時
～

●
冬
休
み
お
は
な
し
会
（
約
45
分
）

と　

き　

12
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～

　

な
ぞ
な
ぞ
を
行
う
な
ど
、
い
つ
も
と

少
し
違
う
お
は
な
し
会
で
す
。

※
参
加
者
は
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
横
へ
お

並
び
く
だ
さ
い
。

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム
（
約
30
分
）

と　

き　

平
成
22
年
１
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
前
11
時
～

●
お
は
な
し
会
（
約
30
分
）

と　

き　

12
月
19
日
㈯
、
平
成
22
年
１

月
23
日
㈯
午
後
２
時
30
分
～

秩
父
図
書
館
の
催
し
も
の

荒
川
図
書
館
の
催
し
も
の

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－２７
☎２２－０９４３

荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００

秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

　

社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
は
が
き
）
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
等
の「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
際
に
添
付
が
必
要
な
も
の
で
す
。

※
「
口
座
振
替
済
額
通
知
書
」、「
納
付

受
託
機
関
で
収
納
し
た
保
険
料
の
領

収
済
通
知
書
」
は
廃
止
し
て
い
ま
す
。

11
月
に
送
付
さ
れ
る
方　

平
成
21
年
１

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
が

送
ら
れ
ま
す

月
１
日
㈭
～
９
月
30
日
㈬
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

２
月
に
送
付
さ
れ
る
方　

平
成
21
年
10

月
１
日
㈭
～
12
月
31
日
㈭
に
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

○
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
保
険
料

を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
控
除
証
明
書
の
記
載
月
分
以
外
の
保

険
料
を
12
月
31
日
㈭
ま
で
に
納
付
し

た
場
合
、「
領
収
書
」
添
付
に
よ
り

今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。

Ｄ
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
Ａ
０
５
７
０
Ｃ
０
７
０
Ｃ
１
１
７　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
用

　

Ａ
０
３
Ｃ
６
７
０
０
Ｃ
１
１
３
０

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
、
平
成
22

年
３
月
13
日
㈯
ま
で
社
会
保
険
庁
が

開
設
（
受
付
時
間
：
月
～
金
曜
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
第
２
土
曜

９
時
30
分
～
午
後
４
時
）

社会保険庁が廃止され、
「日本年金機構」がスタート

平成22年１月１日から

緊急・雇用労働相談
と　き　12月20日㈰
　　　　午前９時～午後４時受付
ところ　工業振興課
　　　　（歴史文化伝承館５階）
※平日は緊急雇用相談窓口を開設します。
Ｄ工業振興課☎２２－３４２８

　社会保険庁は組織・人員を一新
し、「日本年金機構」として生ま
れ変わります。現在の社会保険事
務所は、新たに「年金事務所」と
名称が変わりますが、年金相談な
どの窓口として引き続きご利用い
ただけます。
Ｄ秩父社会保険事務所
　☎２７－６５５９

各機関の労働相談・メンタルヘルス相談
●労働相談センター
さいたま市浦和区高砂３－15－１県庁第二庁舎１階
☎０４８－８３０－４５２２
電話相談：月～土曜、午前９時～午後５時

（火・木は午後８時まで）
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談：
毎週水曜、午後１時30分～４時30分（要予約）
●秩父地域振興センター
秩父市東町29－20　☎２４－１１１０
面接相談：月～金曜、午前８時30分～午後５時15分
弁護士による面接相談：第３木曜、午後２時～４時

（いずれも要予約）
●北部地域振興センター
熊谷市末広３－９－１　☎０４８－５２４－１１１０
産業カウンセラーによるメンタルヘルス相談：
毎月第３木曜、午後１時30分～４時30分（要予約）
●秩父地域産業保健センター
秩父市熊木町２－19（秩父郡市医師会内）
☎２３－２１４９
産業医によるメンタルヘルス相談：
毎月第３火曜、午後１時30分～３時（要予約）
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市
で
は
、
市
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
中
小
企
業
者
を

対
象
に
、
借
入
金
の
利
子
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

主
に
対
象
と
な
る
融
資
制
度

①
秩
父
市
小
口
・
特
別
小
口
金
融
制
度

②
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
国
民
生
活
事

業
融
資
制
度
（
旧
国
民
生
活
金
融
公

庫
融
資
制
度
）

申
込
期
間　

平
成
22
年
１
月
５
日
㈫
～
29

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

Ｖ
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
Ｇ
に
て

Ｄ
商
業
振
興
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
８

　

皆
野
寄
居
有
料
道
路
の
愛
称
が
、
公

募
に
よ
り
、
飯
島
依
枝
さ
ん
（
黒
谷
）

の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｄ
埼
玉
県
道
路
公
社

　

Ａ
０
４
８
Ｃ
８
２
２
Ｃ
８
０
７
３

　

市
民
会
館
で
は
、
秩
父
に
関
す
る
写

真
･
絵
画
展
を
平
成
22
年
２
月
11
日

（
木
・
祝
）
～
14
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

　

写
真
･
絵
画
愛
好
家
の
皆
さ
ん
、
自

慢
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

募
集
作
品　

秩
父
地
域
に
関
係
す
る
行
事

･
植
物
･
風
景
等
の
写
真
･
絵
画

募
集
期
間　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯
～
２

月
３
日
㈬

Ｄ
市
民
会
館
Ａ
24
Ｃ
６
０
０
０

資　

格　

保
育
士
登
録
を
受
け
た
方
ま

た
は
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
予
定
の
方

勤
務
条
件　

臨
時
職
員
は
１
日
７
時
間
45

分
、
週
38
時
間
45
分
勤
務
で
採
用
期
間

は
最
長
３
か
年
。
パ
ー
ト
職
員
は
１
日

５
時
間
勤
務
で
採
用
期
間
は
原
則
最
長

３
か
年

募
集
人
数　

若
干
名

採
用
予
定　

平
成
22
年
４
月
１
日
㈭
以
降

Ｄ
こ
ど
も
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
６

　

中
央
公
民
館
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
の
フ
ル
ー

ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

12
月
16
日
㈬

　
　
　
　

午
後
０
時
15
分
～
０
時
50
分

と
こ
ろ　

伝
承
館
交
流
フ
ロ
ア
ー

Ｄ
歴
史
文
化
伝
承
館
Ａ
22
Ｃ
０
４
２
０

と　

き　

平
成
22
年
１
月
21
日
～
３
月

29
日
の
月
・
木
・
金
曜
の
各
曜
日
か
ら

１
コ
ー
ス
を
選
択
（
全
10
回
）

午
後
４
時
～
５
時
30
分

対　

象　

小
学
生
水
泳
初
心
者

定　

員　

各
コ
ー
ス
15
人

参
加
費　

５
，
０
０
０
円

Ｅ
12
月
20
日
㈰
か
ら
窓
口
に
参
加
費
を

添
え
て
申
込
み
（
電
話
予
約
可
）

（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

Ｄ
温
水
プ
ー
ル
Ａ
22
Ｃ
７
４
１
１

　

31
の
動
作
で
構
成
さ
れ
た
日
本
初
の

健
康
体
操
で
、
全
身
の
調
和
と
心
身
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
を
は
か
る
教
室
で
す
。

Ｇ：ホームページを参照

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

１

中
小
企
業
者
向
け

利
子
補
給
制
度

２

皆
野
寄
居
有
料
道
路
に
愛
称

「
秩
父
や
ま
な
み
街
道
」
へ

４

秩
父
の
郷
土
写
真･

絵
画
展
作
品
募
集

３

市
立
保
育
所
の
保
育
士
募
集

７

歴
文
ラ
ン
チ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

６

児
童
初
心
者
ク
ロ
ー
ル
教
室

５

自じ

彊き
ょ
う

術

教

室

と　

き　

平
成
22
年
１
月
18
日
～
２
月

８
日
の
月
曜
日
、
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

Ｅ
12
月
21
日
㈪
か
ら
左
記
窓
口
へ
参
加

費
を
添
え
て
申
込
み
（
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、
火
曜
休
館
）

Ｄ
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
24
Ｃ
４
０
０
４

広告 広告
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2009年12月号

芸術文化会館での催し

≪各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください≫
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場と
して展示室の貸し出し、作品制作の活動の場と
して、会議室の貸し出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜ
ひご利用ください。なお、詳細は下記までお問
い合わせください。
Ｄ芸術文化会館　☎２２－２４０６

₁₁

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌
日）、年末年始（12月29日㈫～平成22
年１月３日㈰の６日間）

開館時間　午前９時～午後５時

と　　き 内　　　容 会　場

平成22年１月９日㈯
～17日㈰

≪平成２１年度
　  荒川図画コンクール
　　　　受賞者作品展≫

展示室１
（入場無料）

第４水曜日
午前10時～午後５時

福田久美子『押し花教室』
午前の部：午前10時～正午
午後の部：午後１時30分～５時

会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり）

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中

（対象：幼児・小中学生）

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

と　

き　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯
午
後

１
時
30
分
～
４
時

内　

容　

電
気
工
事
科
：
家
庭
の
電
気

配
線
を
知
ろ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
：

車
イ
ス
体
験
・
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
等

申
込
期
限　

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮
ま
で

Ｅ
・
Ｄ　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父

分
校
Ａ
22
Ｃ
１
９
４
８
（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
ま
で
）

と　

き　

平
成
22
年
１
月
11
日（
月
・
祝
）

と
こ
ろ　

皆
野
町
文
化
会
館

入
場
料　

小
学
生
以
上
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生
未
満
１
，
５
０
０
円

※
３
歳
未
満
無
料
。
た
だ
し
座
席
が
必

要
な
際
は
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
購
入
く
だ

さ
い
。

Ｄ
社
会
福
祉
法
人
く
わ
の
実
保
育
園

　

Ａ
24
Ｃ
４
４
５
５

と　

き　

平
成
22
年
１
月
18
日
㈪
午
前

９
時
～
午
後
４
時
30
分
・
27
日
㈬
午
前

８
時
45
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

県
立
秩
父
特
別
支
援
学
校

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

８
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

₁₄

支
援
籍
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

と　

き　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
集
会
室

内　

容　

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
「
お
茶

を
楽
し
む
」（
講
師
：
長
田
敦
子
先
生
）

対　

象　

小
中
学
生
と
保
護
者
、
60
歳

以
上
の
方
（
参
加
無
料
）

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

Ｅ
12
月
17
日
㈭
か
ら
Ａ
で
高
齢
者
憩
い

の
家
（
Ａ
22
Ｃ
０
７
１
３
）
ま
で

　

子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予

防
と
手
当
の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

平
成
22
年
２
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　
満
15
歳
以
上
の
方（
定
員
20
人
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
他
）

講　

師　

日
本
赤
十
字
社
指
導
員

Ｅ
社
会
福
祉
課
Ａ
25
Ｃ
５
２
０
４

と　

き　

平
成
22
年
２
月
14
日
㈰

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
園
内
お
よ

び
道
路
を
利
用
し
た
周
回
コ
ー
ス

部　

門　

①
高
校
男
子
の
部　

②
一
般

男
子
の
部
（
２
人
ま
で
高
校
生
が
入
っ
て

も
可
）
③
一
般
男
子
奨
励
の
部　

④
一
般

女
子
・
高
校
女
子
の
部　

⑤
中
学
男
子
奨

励
の
部　

⑥
中
学
女
子
奨
励
の
部

※
全
て
補
欠
を
含
め
７
人
以
内

参
加
資
格　

中
学
生
以
上

競
技
方
法　

５
区
間
た
す
き
リ
レ
ー
方
式

参
加
費　

中
学
生
１
チ
ー
ム
３
，
０
０

０
円　

高
校
生
１
チ
ー
ム
４
，
０
０
０

円　

一
般
１
チ
ー
ム
６
，
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
料
含
む

※
参
加
賞
（
地
元
特
産
品
）
あ
り

申
込
期
限　

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮
ま
で

Ｅ
・
Ｄ
秩
父
市
体
育
協
会
事
務
局

　

Ａ
・
Ｂ
22
Ｃ
４
７
７
０

と　

き　

祝
日
を
除
く
毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
12
月
23
日
（
水
・
祝
）・
28
日
㈪
～

平
成
22
年
１
月
６
日
㈬
ま
で
お
休
み

で
す
。

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

対　

象　

０
～
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
（
参
加
無
料
）

内　

容　

園
庭
開
放
、
子
育
て
相
談
等

Ｄ
ち
ち
ぶ
幼
稚
園
Ａ
22
Ｃ
１
３
８
５

Ｆhttp://blog.livedoor.jp/npohappycafe/

（
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ブ
ロ
グ
）

９

憩
い
の
家
ふ
れ
あ
い
教
室

₁₀
幼
児
安
全
法
短
期
講
習
会︵
Ａ
Ｅ
Ｄ
︶

₁₂

第
48
回 

秩
父
駅
伝
競
走
大
会

₁₅

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

₁₃

大
型
人
形
劇
団
プ
ー
ク

「
て
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
」・

「
く
る
み
わ
り
人
形
」
公
演

申
込
期
限　

12
月
18
日
㈮
ま
で

Ｅ
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

推
進
課
Ａ
22
Ｃ
１
５
１
４

広告
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「秩父市よいまちモニター」会員募集中！
詳しくは、秩父市ホームページからどうぞ ←QRコード読み取り機能付の携帯電話は

　こちらから

　

夜
祭
も
終
わ
り
、
す
っ
か

り
静
か
に
な
っ
た
秩
父
神
社

の
社
殿
裏
手
に
周
る
と
、
先

月
、
豊
島
区
・
秩
父
市
が
締

結
し
た
「
ふ
く
ろ
う
協
定
」

の
主
人
公
が
、
頭
だ
け
北
を

向
い
て
ひ
っ
そ
り
と
佇た

た
ず

ん
で

い
ま
す
。

　

動
物
の
鳴
き
声
、
主
に
鳥
の
さ
え
ず
り
を
人
間

の
言
葉
に
当
て
は
め
る
こ
と
を
「
聞
き
な
し
」
と

い
い
ま
す
。
当
の
フ
ク
ロ
ウ
は
な
か
な
か
面
白
く
、

「
五
郎
助
ほ
う
ほ
う
」
や
「
糊の

り

つ
け
て
干
せ
」（
こ

う
鳴
く
と
明
日
は
洗
濯
日び

和よ
り

と
も
）
な
ど
が
有
名

み
た
い
で
す
。
ほ
か
に
は
「
ぼ
ろ
着
て
奉
公
」
も

あ
る
ら
し
く
、
さ
す
が
は
知
恵
の
シ
ン
ボ
ル
、
公

務
員
の
自
分
に
は
何
だ
か
特
別
に
聞
こ
え
ま
す
。

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

平日夜間小児初期救急

12
月
13
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（内・小・リウマチ）

熊 木 町
小鹿野町
小鹿野町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎75－0020
☎75－2332
☎24－3111

12
月
20
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
秩 父 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（小）

　

熊 木 町
皆 野 町
宮 側 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎62－4585
☎22－3022
☎22－3311

12
月
23
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
秩 父 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（外・内）

　

熊 木 町
下 影 森
宮 側 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－1801
☎22－3022
☎23－9261

12
月
27
日

医師会休日診療所
石塚内科胃腸科医院
秩 父 市 立 病 院
光 病 院

（内・小）
（内・胃）

熊 木 町
下 影 森
桜 木 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎24－5010
☎23－0611
☎24－1234

12
月
30
日

秩 父 病 院
鬼 石 病 院

宮 側 町
藤岡市鬼石

☎22－3022
☎52－3121

12
月
31
日

水 野 医 院
健 生 堂 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
栗原胃腸科外科医院

（内）
（外・内）

山 田
東 町
小鹿野町
藤岡市神田

☎22－3315
☎22－0270
☎75－2332
☎40－2299

１
月
１
日

秩父脳外科内科クリニック
清 水 病 院
皆 野 病 院
篠 塚 病 院

（脳外・内）
（外・内・消）

永 田 町
皆 野 町
皆 野 町
藤岡市篠塚

☎21－2330
☎62－0067
☎62－6300
☎23－9261

１
月
２
日

秩 父 市 立 病 院
光 病 院

桜 木 町
藤岡市本郷

☎23－0611
☎24－1234

１
月
３
日

あらいクリニック
荒 舩 医 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・外）

本 町
横 瀬 町
宮 側 町
藤岡市鬼石

☎25－2711
☎24－0160
☎22－3022
☎52－3121

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※詳しくは、秩父郡市医師会または藤岡多野医師会のホームページ

で確認できます。

埼玉県小児救急電話相談

電話番号　＃8000（シャープ8000番）
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

と　

き　

12
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

ふ
ら
わ
あ
（
寺
尾
２
８
２
５
）

※
知
的
障
が
い
者
の
施
設
で
す
。

内　

容　

利
用
者
製
作
品
（
パ
ン
、
張は

り

子こ

、
み
そ
等
）
の
販
売
、
地
元
農
家
の

農
産
物
販
売
、
各
種
模
擬
店
等

※
来
場
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
！

Ｄ
ふ
ら
わ
あ
Ａ
25
Ｃ
３
０
０
０

と　

き　

平
成
22
年
１
月
23
日
㈯
午
前

10
時
～
24
日
㈰
午
後
２
時（
１
泊
２
日
）

内　

容　

凧た
こ

作
り
や
凧た

こ

揚
げ
、餅
つ
き
等

参
加
費　

小
中
学
生
３
，
７
０
０
円
程

度
、
大
人
４
，
２
０
０
円
程
度

対　

象　

小
学
生
以
上
の
親
子

定　

員　

40
人
（
抽
選
） 

Ｅ
12
月
21
日
㈪
ま
で
に
往
復
は
が
き

（
事
業
名
・
〒
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
Ａ
を
明
記
）
か
Ｇ
に
て

Ｄ
長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ　

〒
３
６
９
Ｃ

１
３
１
２　

長
瀞
町
井
戸
３
６
７

　

Ａ
66
Ｃ
０
１
７
７

●
冒
険
キ
ャ
ン
プ

と　

き　

平
成
22
年
１
月
９
日
㈯
～
11

日
（
月
・
祝
）

定　

員　

30
人
（
小
学
１
～
６
年
生
）

参
加
費　

７
，
９
０
０
円

申
込
期
限　

12
月
28
日
㈪
ま
で

●
栃
餅
つ
き
と
正
月
飾
り
作
り

と　

き　

12
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
程
度

定　

員　

15
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

12
月
18
日
㈮
ま
で

●
和
の
灯と

う
み
ょ
う明
作
り

と　

き　

平
成
22
年
１
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
サ
サ
カ
ゴ
作
り

と　

き　

平
成
22
年
１
月
18
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
費　

１
，５
０
０
円
（
昼
食
代
他
）

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮
必
着

●
野
鳥
観
察
（
参
加
無
料
）

と　

き　

平
成
22
年
１
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

定　

員　

30
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

平
成
22
年
１
月
15
日
㈮
必
着

Ｅ
往
復
は
が
き（
催
し
名
・
全
員
の
〒
住

₁₆

第
４
回 

ふ
ら
わ
あ
ま
つ
り

₂₀

冬
の
長
瀞
大
集
合

₁₇

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
催
し

₁₈

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

₁₉

み
ど
り
の
村
の
催
し

●
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
作
ろ
う
！

と　

き　
平
成
22
年
１
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

定　

員　
24
人（
親
子
ま
た
は
18
歳
以
上
）

参
加
費　

３
，
９
０
０
円

申
込
期
限　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯
ま
で

※
芦
个
久
保
駅
か
ら
無
料
送
迎
あ
り　

Ｅ
青
少
年
総
合
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
24
Ｃ
１
４
６
３

参
加
費　

３
，
０
０
０
円
程
度

定　

員　

８
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

平
成
22
年
１
月
８
日
㈮
ま
で

Ｄ
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

Ａ
56
Ｃ
０
０
２
６

所
・
氏
名
・
Ａ
・
年
齢
を
記
入
）
に
て

Ｄ
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

〒
３
６
８
Ｃ
０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27　

Ａ
75
Ｃ
３
４
４
１
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2009年12月号

■育児相談
Ｉ１月４日㈪10：00～11：00受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定
■健康相談
Ｉ１月20日㈬13：30～14：30受付
Ｋ健康相談、血圧測定等
Ｍ健康手帳（お持ちの方）

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：00～14：00

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談（乳幼児）
Ｉ１月８日㈮９：30～10：30受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定、赤ちゃん体操
※同時に、子育てに心配のある方などを対象に、療育相

談員による「すこやか相談」を実施（要予約）
■歯みがき教室
Ｌ平成19年11月～12月、平成20年
１月生まれ
Ｉ１月14日㈭13：00～14：00受付
Ｋ歯科健診、ブラッシング指導、
フッ素塗布、希望者のみ計測・育
児相談
Ｅ12月25日㈮まで（対象児へ個別通知あり。先着100人）
Ｍ普段お子さんが使用している歯ブラシ・コップ・タオ
ル・母子健康手帳
■予防接種（集団） 
Ｍ母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合
Ｉ１月12日㈫、２月９日㈫13：30～14：30
Ｌ生後３か月～７歳６か月未満
※三種混合予防接種の第１期初回（１・２・３回目）の

接種間隔は20～56日です。必ず守って受けてください。
○ＢＣＧ
Ｉ12月16日㈬、１月22日㈮13：30～14：30
Ｌ生後３か月～６か月未満（３か月間）
※生後３か月を過ぎたらＢＣＧから！ 接種期間３か月

の間に受けられない場合はお問い合わせください。

■指定医療機関で受けられる個別予防接種
○麻しん風しん混合
Ｌ第１期…１～２歳未満　第２期…小学校就学前の１年間

（第２期該当者へは個別通知あり。通知が届いていない
方は各保健センターまでお問い合わせください。）
○三種混合
Ｌ生後３か月～７歳６か月未満
Ｋ初回は３回接種（間隔は20～56日）、追加は１回接種（初
回３回目を接種した日から１年～１年６か月の間）
■両親学級
Ｌ妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族
Ｉ１月18日㈪13：00～13：15受付
　１月24日㈰・28日㈭13：15～13：30受付
Ｋ健康カレンダーＰ.10をご覧ください。
Ｅ１月８日㈮までに秩父保健センターへ電話か来所にて
■健康相談（毎月１回開催）
Ｉ12月24日㈭、１月15日㈮９：30～10：30受付
Ｋ健康相談、血圧測定等　Ｍ健康手帳（お持ちの方）
Ｅ開催日前日までに秩父保健センター窓口か電話にて

■乳幼児健診　※受付時間はいずれも13：15～14：00

Ｍ母子健康手帳、健診アンケート
■予防接種（集団） 
○ＢＣＧ
Ｉ12月18日㈮13：15～14：00受付
Ｌ生後３か月～６か月未満
Ｍ母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
■育児相談・健康相談
Ｉ１月５日㈫９：30～10：30受付
Ｋ育児相談、身長・体重測定

■育児相談・健康相談
Ｉ１月12日㈫13：00～15：00
Ｊ大滝総合支所内　Ｍ健康手帳・母子健康手帳

Ｉ１月７日㈭ Ｋ３歳児健診（Ｈ18．９月生）

　１月19日㈫ 　乳児（４か月児）健診（Ｈ21．８月生）

　１月20日㈬ 　乳児（10か月児）健診（Ｈ21．３月生）

　１月26日㈫ 　１歳６か月児健診（Ｈ20．６月生）

Ｉ12月18日㈮ Ｋ４か月児健診（Ｈ21．７・８月生）
　10か月児健診（Ｈ21．１・２月生）

　１月15日㈮ 　１歳６か月児健診（Ｈ20．５・６月生）
　３歳児健診（Ｈ18．８・９月生）

秩父保健センター ☎22－0648

日時　 場所　 内容　 対象　 持ち物　 定員　 費用　 申込み　 問い合わせ

■はつらつ筋力アップ教室
Ｌ40歳以上の方
Ｎ各コース30人（全10回）
Ｏ無料
Ｋスポーツインストラクター指導の
軽体操やストレッチ等
Ｅ12月14日㈪午前９時～22日㈫午後
５時までに電話で秩父保健センター
へお申し込みください。

（定員を超えた場合は初回の方を優先して抽選）

吉田保健センター ☎77－1112

大滝保健センター ☎55－0102

荒川保健センター ☎54－2231

と　こ　ろ 日　　　程 時　　間

いきがいセンター
（中村町）

１月13日～３月17日
（毎週水曜日） ９：30～11：30

１月15日～３月19日
（毎週金曜日） ９：30～11：30

１月15日～３月19日
（毎週金曜日） 13：30～15：30
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12・１月　保健センターカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

12/20 21 22 23 天皇誕生日 24 25 26
Ｐ乳・子宮がん検診 Ｐ１歳６か月児健診

Ｑ言語リハビリ教室
Ｐ健康相談 Ｐことばの相談 Ｐ乳がん検診

27 28 29 30 31 １/１ 元日 ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
Ｓ育児相談 Ｑ育児・健康相談 Ｐ３歳児健診

Ｑことばの相談
Ｐ育児相談 
Ｐすこやか相談

10 11 成人の日 12 13 14 15 16
Ｐ三種混合予防接種
Ｒ育児・健康相談

Ｐ歯みがき教室 Ｐ健康相談 
Ｑ１歳６か月児、３

歳児健診

17 18 19 20 21 22 23
Ｐ両親学級① Ｐ４か月児健診

Ｑ言語リハビリ教室
Ｐ10か月児健診
Ｓ健康相談

Ｐ言語リハビリ教室
Ｓことばの相談

ＰBCG予防接種 

※市報ちちぶ３月号と一緒に配布した冊子「平成₂₁年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

■季節性インフルエンザ予防接種助成期間を延長します
（中学３年生・65歳以上高齢者等対象）

　季節性インフルエンザワクチンは、新型インフルエン
ザワクチン同様に不足しています。そこで、中学３年生
および65歳以上の高齢者等への季節性インフルエンザ予
防接種の助成（市報９月号21ページ・健康カレンダー16
ページに記載）の期間を、平成22年１月30日㈯まで延長し
ます。
■がん検診・歯周疾患検診（個別）
Ｋ胃・子宮・大腸がん・歯周疾患検診
Ｅ毎月１～７日（土・日・祝日を除く）８：30～17：15
各保健センターへ（健康カレンダーP.５・８参照）
Ｌ対象年齢（健康カレンダー参照）に該当される方
Ｏ健康カレンダーP５・８参照
※検診についての詳しい内容は、各保健センターまでお

問い合わせください。
■ことばの相談　※予約制・個別相談
Ｉ・Ｊ１月７日㈭（吉田保健センター）、１月21日㈭（荒

各保健センター共通のお知らせ

川保健センター）、１月29日㈮（秩父保健センター）
Ｌ言葉の発達、発音などに心配のあるお子さんと保護者
Ｅ電話で各保健センターへ
※午後実施予定。詳しい時間は予約時にお知らせします。
■更年期をさわやかに過ごすための講座
Ｌおおむね40歳以上の女性　Ｏ無料
Ｎ各会場30人（できるだけ３日間参加してください。）
Ｍ筆記用具、３日目のみヨガマットまたはバスタオル、
手ぬぐい、飲み物
Ｅ12月21日㈪から各保健センターへ電話か直接窓口でお
申し込みください。定員になり次第締め切ります。

Ｐ秩父　Ｑ吉田　Ｒ大滝　Ｓ荒川

と　き と　こ　ろ 時　　間

１
日
目

２月３日㈬ 秩父保健センター

13：00～15：00２月10日㈬ 吉田保健センター

２月17日㈬ 荒川保健センター

・医師の講話　「更年期の女性のこころの健康」
・保健師の講話　「更年期の女性の健康づくり」

２
日
目

２月10日㈬ 秩父保健センター

13：30～15：30２月16日㈫ 吉田保健センター

２月23日㈫ 荒川保健センター

・管理栄養士の講話と試食
　「更年期を上手に乗り切るための食事療法」

３
日
目

２月18日㈭ 秩父保健センター

９：30～11：30２月25日㈭ 吉田保健センター

３月４日㈭ 荒川保健センター

・ヨーガ講師の講話と実技
　「ヨーガでこころとからだを安定させましょう」
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　10月2₄日から11月８日、大滝紅葉まつり期
間中、三峰成

せ い け い で ん

蹊殿と神領民家では秩父を代表
するアーティストによる、もみじと遊ぶ「音・
土・花の調べ」が開催されました。心地よい
音楽、花や陶芸品など周囲の紅葉によりいっ
そうの彩りを添え、癒しの空間をかもし出し
ていました。

　影森小学校には、「愛」の文字を刻んだ大
きな石があり、毎年「愛の石記念集会」が行
われます。今年の集会には、建

こ ん り ゅ う

立当時の教諭
で、「愛の石の歌」の作詞・作曲者、江田七
男さん（下影森在住）が招かれて石の由来や
当時の様子を語りました。また、児童代表の
６人が「愛」をテーマとした作文を発表し、
思いやりや愛することの大切さを学びました。

「気持ちも温まる」あったかい贈りもの

約半世紀にわたり
子どもたちを見守る「愛の石」

奥秩父大滝紅葉まつり

秩父のアーティストによる癒しの空間

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2₅0₅（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線12₉6
　　　　　　　　　　　 Ｈkoho@city.chichibu.lg.jp

　11月21日、山の神・天狗をまつる子どもの
行事「原の天狗まつり」が行われました。「天
狗小屋」を組立て、日中お籠

こ

もりを楽しんだ
後、夕刻から小屋に火が点火され、人々の健
康と安全を祈りました。大

だ い て ん ぐ

天狗（三角錐
す い

の塔）
に沿って火柱が上がる様は、圧巻でした。

荒川白久「原の天狗まつり」

　11月１日、吉田取
と り か た

方総合運動公園で「吉田
よいとこ祭」が開催されました。人気の山村
の味コーナーをはじめ、今年は「よしだ文化
祭」との合同開催により、文化展や郷土芸能
の披露も行われ、多くの人で賑わいました。

青空のもと「吉田よいとこ祭」盛大に！

加藤タケノさん秩父銘仙・花の展示

「花・器のしつらえ展」

　11月11日、加藤タケノさん（吉田石間）か
ら手編みの帽子100枚が寄贈されました。
　帽子は、吉田地域の老人施設に配られ、「寒
い季節に本当にありがたい。気持ちまで温か
くなるよ。」と、皆さんにとても喜ばれました。

₁₂・１月の本庁舎　平日夜間窓口は、₁₂月₁₀日㈭・₂₄日㈭、平成₂₂年１月７日㈭です。
詳しくは５ページをご覧ください。 22


